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	社長の「確認待ち」をなくす。 経営者の思考を学習する 「AIエージェント」への期待と課題
	目次・調査概要
	・・・2 ・・・3 ・・・4
	・・・5 ・・・6 ・・・7 ・・・8 ・・・9 ・・・10 ・・・11 ・・・12 ・・・13 ・・・14 ・・・15 ・・・16 ・・・19 ・・・20
	調査概要 「中小企業経営者の生成AI活用実態と『AIエージェント』に 対するニーズ」に関する調査
	【調査期間】 2026年5月15日（金）～2026年5月18日（月）

	【調査方法】 PRIZMAによるインターネット調査  
	【調査人数】1,015人
	【調査対象】 調査回答時に中小企業の経営者・役員・取締役と回答したモニター
	【調査元】 株式会社YAY（https://yay-corp.com/）   
	【モニター提供元】 サクリサ


	調査背景①中小企業が直面するAI導入のジレンマ
	なぜ中小企業の意思決定スピードは上がらないのか？ 汎用ツールの限界と、取り残される意思決定のボトルネック
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